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械製図をおこなう。CAD（Computer Aided Design）とは，その設計にコンピュ ターを用いることであ
り，そのために必要なシステムおよびソフトウェアを指す。
　1960 年代に2D CAD（2次元CAD）が登場し，機械製図がコンピュ ターで行われるようになり始









































































　　OS： Windows 7, 8.1 , 10 または Mac OS X Marvericks（10.9）以降










TierTime Technology社  UP Plus2








図 4　3Dプリンタ UP Plus2
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3Dプリンタを活用した自助具製作による演習プログラムの開発
　アクリル板，木材，金属など，別の素材を利用して作成したものの一部に，3Dプリントしたものを
組み合わせていくなど，考えたものの内容により利用拡大していく。
4．実施準備
　講座実施にあたり，機器類の準備をした。その中で，3Dプリンタはそのまま使用することも可能
だが，温度変化や室内の空気の流れなど周辺環境からの影響を受けやすい。よりよい製造過程
を得るために，設置場所や温度管理，積層ピッチやスピ ドーなどの条件を変えて射出テストをした。
プリンタ周辺の温度変化がありすぎると熱で溶かされた樹脂が固まるスピ ドーにムラがおこり，製作
物の質に大きく影響することもわかり，ある程度安定して出力できる条件も見えてきた。
　外からの影響を少なくするため，図 5のようなプラダン（プラスチック素材の段ボールシ トー）で簡
易的なカバーを作成した。その結果，カバー内の温度が安定し，空気の流れによる影響も軽減で
きたため，出力の質が高まった。
図 7　3Dプリンタのカバー試作
Ⅴ．おわりに
　3Dプリンタが工業製品を製造する企業だけでなく，教育現場や家庭にも導入されるようになった
現在，様 な々取り組みが行われている。イギリスでは2016 年度中に全中学校・高等学校に3Dプ
リンタを導入する予定で，中国でも全国 40 万校の小学校に3Dプリンタを導入する計画があるとい
う。今後，インクジェットプリンタが家庭に普及し，写真印刷が自宅でできるようになったと同様，3D
プリンタで様々なものが印刷されるようになる日も近いだろう。そうなった時，一般の商品に限らず，
福祉用具や自助具も単純な形状のものならば，オーダ しーたものがデ ターで自宅に配信され，3D
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プリンタから出力されるようになることも考えられる。今後さらに，どの分野でも時代の流れに乗りつ
つ，柔軟に対応できる人材育成も必要になってくる。
　本報では3Dプリンタの活用やそのデ ター作成のための3D CADソフトの利用方法を習得するな
ど実践学習プログラムの開発を行ってきた。今後の展望として，まず本報Ⅳ章で述べたプログラム
内容に沿ってテキストやマニュアルを作成することが必要である。それをもとに平成 27 年度中に
学生向けの講座を開講してプログラム内容を検証し，平成 28 年度の担当科目で（ゼミナールⅠ，車
いすメンテナンスや自助具考案製作の生活福祉工学Ⅱ）の内容として加えていく予定である。
引用文献・参考文献
	 1）	デスクトップファクトリー研究会（DTF研究会）,http：//www.dtf.ne.jp	，2015/11/10
	 2）	今井裕一郎	，	他：上顎悪性腫瘍切除後にインクジェット法を利用した三次元積層造形モデルによる顎補綴
を行った 1例，日本口腔腫瘍学会誌，Vol.	24	（2012）	No.	4	pp.	155-163
	 3）	川勝美穂	,	大嶋利之	,	中山功一：バイオ 3Dプリンティング技術を用いた立体的細胞構造体の作製，日本印
刷学会誌	51（1）,	pp.018-022,	2014
	 4）	Linda	Knowlton	;	et	al.	：	Providing	services	related	to	item	delivery	via	3D	manufacturing	on	demand	,	U.	
S.	Patent	20150052024	A1,	2015-02-19
	 5）	XYZプリンティングジャパン：三井食品フードショー	2015 に	3Dフードプリンタ「XYZ	Food	Printer」を参
考出展，https：//jp.xyzprinting.com/jp_ja/NewsContent/229，2015/11/17
	 6）	DeltaBots社：http：//www.deltabots.com/，2015/11/10
	 7）	川名正昭：「福祉考房」5年間の活動記録	：	社会福祉士養成課程における実践学習の試み，田園調布学園大
学紀要	編	7,	pp.17-33,	2012
	 8）	AUTODESK社：FUSION	360，http：//www.autodesk.co.jp/products/fusion-360/overview，2015/11/10
	 9）	AUTODESK社：123D，http：//www.123Dapp.com/，2015/11/10
10）	経済産業省：2013 年版ものづくり白書　第 1章	我が国ものづくり産業が直面する課題と展望，p.100
11）	水野操：自宅ではじめるモノづくり超入門	〜 3DプリンタとAutodesk	123D	Designによる，新しい自宅製
造業のはじめ方〜，ソフトバンククリエイティブ，2013，pp.27-29
12）	Occipital	,	SKANECT	,	http：//skanect.occipital.com/	,	2015/11/19
